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は じ め に

本研究は,「 自信イメージ」に関す る調査

研究の第皿報である.第1報 では,全 体 とし

ての自己に対する 「自信イメージ」(す なわ

ち,「 自己自信イメージ」)が,さ まざまな

具体的事象(す なわち,「事象 自信イメージ」)

に関連 し,そ の 「自己自信イメージ」を支え

る 「事象 自信イメージ」には,中 核となる事

象と,そ うでない事象があることが示された.

っつ く,第1報 では,「 自己自信イメージ」

を支える中核となる 「事象 自信イメージ」が

他の被験者 にも見られるかどうかを確認 し,

それが,当 然であるが,被 験者による違いの

あることを示 した.ま た,そ の中核的な 「事

象自信イメージ」の因子分析によって,「 事

象自信イメージ」の構造が検討され,意 味あ

る因子構造を示す ことができた.

本研究(第 皿報)の 課題は,ま ず第1に 第

H報 で得 られた 「自己自信イメージ」を支え

る中核的な 「事象 自信イメージ」の因子構造

が,別 の被験者でも見られるのかどうかを確

認することである.第2に,「 自信」は,そ

れが 「自信イメージ」として自己意識ないし

自己像(イ メージ)に 定着 しているならば,

さまざまな事態における行動特徴 としてのパ

ーソナリティ特性 に反映す るはずである.

「自己自信イメージ」および中核 となる

「事象自信イメージ」とパーソナ リティ特性

との関連を,TPI(東 大式パーソナリティ

インベ ントリー)に よって検討する.

研 究 方 法

質問紙調査表

本研究では,基 本的に第H報 の調査表をべ
一スとし,第U報 の 「事象自信イメージ」76

項目に19項 目を追加 したもの(95項 目)を 第

1部 とし,っ ついて第2部 に 「あなた自身」

と した.「 あなた自身」にっいての調査を

「事象自信イメージ」の後にしたのは,第H

報と同様に,第1報 の結果から,具 体的な事

象に関する 「自信イメージ」を考えた後での

「自己自信イメージ」の方が,自 覚的なイメ

ージと考えられるか らである.第2部 につづ

いて,第3部 として,TPI(500項 目)を 実

施 した.

一79一



『人間科学研究』文教大学人間科学部第16号 1994年鈴木賢男・上杉 喬

第l部・第2部の各項目に対する 5段階評

定は，いずれも，

1.かなり，自信がある

2. まあまあ，自信がある

3. 自信があるともないとも言いにくい

4.あまり自信がない

5. ほとんど自{言がない

であり，第 l部の教示は次の事項につい

て，あなた自身どの程度自信があるといえる

か，次の 5つの中から最も当てはまるところ

をひとつ選んでO印をつけて下さい. j 
また全体として考えてみてあなた自

身」はどの程度の自信をお持ちになっている

のか，下の 5段階の中で最も当てはまるもの

を選んで，番号をOで囲んで下さい. j とす

るものであった.

「事象自信イメージ」の95項目は，大別し

て，

1)身体・外見 8項目

2)服装のセンス 1項目

3)健康・体力 7項目

4)知 識 5項目 C+1) 
5)学業成績 3項目

6)特技・才能 3項目(+1) 

7)過去及び背景 9項目(+4) 

8)信念・生き方 5項目

9)現実の対人関係 10項目(+2) 

10)対人関係技術・能力 10項目(+1) 

11)性的能力 3項目(+3) 

12)知的能力 5項目(+1) 

13)知的特性 3項目

14)情緒的特性 4項目

15)意志的特性 19項目(+6) 

であった. (+項目数)は，前回調査に追加

した項目で，表2の前回平均に-印で示すも

のである.

調査対象者

文教大学人間科学部の「基礎統計学j (上

杉担当)受講学生.男子学生31名，女子学生

58名，計89名.学年は l年生85名 2年生 l

名， 3年生1名で，年齢は， 18歳45名， 19歳

12名， 21歳5名， 22歳l名であった.

実施年月日

1994年5月30日.月曜日 l時限目の「基礎

統計学」の授業において，出席者に配布し，

その場で記入してもらい回収した.調査質問

表およびTPIの実施の教示は，上杉が担当.

結

1.諸事象95に対する「自信イメージ」

表lは「自信イメージJ評定の

il.かなり，自信がある」を+2

i 2.まあまあ，自信があるJを+1 

i3.自信があるともないとも言いにくいJ

を0

i 4.あまり，白{言がなしリを-1 

i 5.ほとんど，自信がない」を-2

とする，項目毎の平均値である.

1. 1 多くの学生が「自信ある」事象

表 lの平均値で見て0.50以上を「自信あるJ

事象とすると，全体(男女計)では 7事象

が「自信あるJに該当した.

1位友人に恵まれている (0.82) 

2位授業の出席率 (0. 76) 

3位食欲(食べること) (0. 71) 

4位約束を守る (0.64) 

5位母との関係 (0. 60) 

6位すぐ眠れる (0.56) 

7位兄弟(姉妹)の仲の良さ (0.50)

8位負けず嫌い (0.46) 

9位どこでも眠れる (0.45) 

10位健康 (0.40) 

であった. 00位まで表示)
1.2 多くの学生が「自信ない」項目

表 lの平均値で見て， -0.50以下を「自信

ない」事象とすると，全体(男女計)では，

15事象が「自信なt¥j に該当した.

1位スタイル (-1. 12) 

2位英語(話すこと) (-1.01) 

3位性経験の豊富さ (-1.00) 

4位異性にもてる (-0.87) 

5位胸(バスト) (-0. 76) 

6位鼻 (-0.74) 

7位後ろ姿 (-0. 73) 
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表1諸 事象(95)に 対 する 「自信イメージ」の平均値

【身 体 ・外 見 】

1.鼻

2.口

3.顔 「

4.

5.

6.身

'7
.

8.

全 体 男 性 女 性 前回(全 体)

胸(バ ス ト)

ス タイル

長

後 ろ 姿

自分 の肌

【感性(セ ンス)】

9.

一〇.74

-0 .47

-0 .61

-0 .76

-1 .12

-0 .28

-0 .73

-0 .65

一〇.52

-0 .48

-0 .26

-0 .55

-0 .81

-0 .45

-0 .71

-0 .61

一〇.86、

一〇.47

-0 .79**

一〇.88

-1 .29*

一〇
.19

-0
.74

-0 .67

一α56

-0 .34

-0 .71

一一〇.50

-0 .93

-0 .21

-0 .82

-0 .39

服装 のセ ンス

【健 康 ・体 力 】

10.

11.

12.

13.

14.

15.健

16.体1

【知 識 】

17.

一〇.47 一〇.45 一〇.48 一〇.46

すぐ眠れる

どこでも眠れる

徹夜で仕事(勉 強)

酒を飲む

食欲(食 べること)

康

力

0.56

0.45

-0 .64

-0 .26

0.71

0.40
-0 .11

0.68

0.48

-0 .87

-0 .58

0.48

0.23
-0 .13

0.50

0.43

-0 .52
-0 .09

0.83

0.50
-0 .10

0.42

0.39

-0 .13

』一〇
。32

0.89

0.50

0.03

専門の知識

18.教 養的知識

19.英 語(話 す こと)

20.好 きなスポー ツの知識

21.物 事 を知 って いる

【学 業 成 績 】

23.

24.

25.

【特 技 ・才 能 】

' 一〇
.62

-0
.47

-1
.01

-0 .01

-0 .24

一〇
.36

-0
..26

-1
.16

0.13

-0 .03

一〇
.76

-0
.59

-1
.05

-0 .09

-0 .35

一〇
.68

-0
.29

-1
.20

0.01

高校の成績

大学の成績

授業の出席率

一〇
.、27

-0
.65

0.76

一〇
.61 .

一〇
.55

0.74

一〇
.09*

一〇
.70

0.78

一〇
.09

-0
.38

0.65

26.得 意 なスポーッ

27.運 動神経

28.趣 味

【過 去 ・背 景 】

29.

30.

0.13

-0 .36

0.15

0.33

-0 .23

0.07

0.02

-0 .43

0.19

一Q .14

-0 .31

小 学校時代の 自分

中学校時代の 自分

31.高 校時代の 自分

32.文 教大を選んだ こと

33.評 判の良い大学 にいる

34.出 身高校が有名

35.自 分の家系

36.家 庭が裕福 .

37.自 由な金が多 い

0.08

0.11

0.18

0.26

-0 .27
-0 .21
-0 .25
-0 .35
-0 .72

一〇
.07

-0
.13

-0 .19

0.39

-0 .19

-0 .48

70.47

-0
.45

-0
.77

0.16

0.24

0.38*

0.19

-0 .31
-0 .07
-0 .14
-0 .29
-0 .69

0.11

0.07

0.03

0.14

0.16

【信念 ・生 き方】

38.失 敗 を恐れ ない

39.嫌 な ことは嫌 と言える

40.運 の良 さ

41.自 分 の考 え方

42.自 分の信念

【対 人 関 係 】

43.

441

45.

46.

一〇
.35

0.15

-0
.08

0.37

0.38

一〇
.07

0.23

-0
.16

0.74 .

0.48

一〇
.50

0.10

-0
.03

0.17**

0.33

一〇
.16

α07

0.10

0.48

0,40

父との関係

母との関係

兄弟(姉 妹)の 仲の良さ

人に好かれる

0.21

0.60

0.50
-0.Q7

0.42

0.45

0.47

-0 .07

0.10

0.67

0.51

-0 .07

0.27

0.74

0.45

-0 .05
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47.交際範囲が広い ー0.03 0.00 ー0.05

48.異性と気楽に話せる 0.05 ー0.13 0.14 

49.異性にもてる -0.87 0.68 0.94 -0.96 

53.人に与える印象 ー0.18 ー0.16 0.19 一0.17

54.友人に恵まれている 0.82 0.61 0.93 0.82 

55.先生に恵まれている 0.11 -0.07 0.21 0.25 

【性的能力】

50.性的テクニック 0.66 -0.45 ーO.74 

51.性的能力 一0.63 ー0.23 0.84本車

52.性経験の豊富さ -1. 00 ー0.87 -1. 05 

【対人関係能力】

56. リーダーシップ ー0.25 ー0.52 ー0.10本 ー0.53

57.人前で話す ー0.35 一0.55 0.24 一0.46

58.人を説得する ー0.15 一0.26 0.09 ー0.32

59.人と打ち解ける 0.02 一0.19 0.14 0.18 

60.人付き合いの良さ 0.08 0.00 0.12 0.13 

61.人の気持ちの理解 0.24 0.19 0.26 0.21 

62.人への思いやり 0.20 0.16 0.22 0.25 

63.人に対して寛大 0.06 0.10 0.04 

64.やさしさ 0.18 0.32 0.10 0.22 

65.感情表現 一0.03 0.03 -0.07 0.08 

【知的能力】

22.頭の回転がはやい 一0.36 ー0.03 一0.35

66.理解力 0.19 0.23 0.17 0.32 

67.適格な判断 ー0.09 ー0.03 一0.12 ー0.12

68.表現力 ー0.08 0.07 ー0.16 -0.05 

69.論理的な考え方 ー0.18 0.10 ー0.33 一0.19

【知的特性】

70.研究心・探求心 -0.17 司0.03 -0.24 0.15 

71.向上心 0.13 0.16 0.11 0.31 

72.勉学心 0.29 ーO.16 0.36 ー0.26

【情緒的特性】

73.素直さ 0.10 0.00 0.16 0.33 

74.立ち直りの早さ 0.14 0.00 0.21 0.15 

75.適応力の高さ 0.19 0.03 0.28 0.29 

76.楽天的 0.37 0.48 0.31 0.41 

【意志的特性】

77.集中力 -0.07 ー0.19 0: 00 -0.09 

78.忍耐力 0.07 ー0.13 0.17 0.23 

79.粘り強さ ー0.03 -0.13 0.02 0.10 

80.行動力 0.05 0.00 0.07 0.10 

81.決断のはやさ ー0.20 一0.23 ー0.19 一0.32

82.努 力 ー0.12 ー0.26 0.05 -0.06 

83.生き方 0.06 0.03 0.10 

84.欠点の自覚 0.33 0.45 0.26 0.54 

85. 自分に厳しい ー0.48 -0.68 ー0.38

86.積極性 ー0.10 -0.16 ー0.07 一0.25

87.責任感 0.36 0.16 0.47 0.54 

88.凡帳面 ー0.12 -0.23 0.07 

89.誠実さ 0.20 0.03 0.29 

90.真面目 0.25 0.00 0.38 

91.意欲的 0.00 0.00 0.00 

92.時間を守る 0.25 0.03 0.36 0.53 

93.約束を守る 0.64 0.43 0.74 0.85 

94.負けず嫌い 0.46 O. 19 0.60 0.62 

95.意志の強さ 0.07 ー0.26 0.24本 0.10 

注) 男女差の有意水準 * 5%水準 料 1%水準，一欄の項目は今回追加された項目
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8位 自由な金が多い

9位 性的テクニック

10位 自分の肌

11位 大学の成績

12位 徹夜で仕事(勉 強)

13位 性的能力

14位 専門の知識

15位 顔

であった.

1.3

(一 〇.72)

(一 〇.66)

(一〇.65)

(一〇.65)

(一〇.64)

(一〇.63)

(一 〇.62)

(一 〇.61)

前回(第 豆報)結 果 との比較

表1に,前 回 の全体(男 女計)平 均値を示

した.今 回調査 は前回 の対象者 を含 まない対

象者で あったが,結 果 は,ほ とん どの項 目に

お いて,「 自信のあ るな し」に,同 じ傾 向が

見 られ た.前 項1.lr自 信 あ る」事 象で は,

10項 目中7項 目が前回 にも 「自信あ る」事 象

で あ り,ま た,前 項1.2「 自信な い」事象で

は,15項 目中4項 目は今回の追加項 目であ り,

残 りの11項 目 中で は8項 目が前回で も 「自信

ない」事象 であ った.

表1の95項 目中,前 回と比較可能 な76項 目

にお いて,前 回 と一定以上(0.25以 上)の 差

が見 られた事象 は,9項 目で あ った.「12.

徹 夜 で仕事(勉 強)」(今 回:一 〇.64,前 回

。.13,差:0.51)が 違 いが 最 も大で,

「35.自 分 の家 系」(一 〇.25,0.16,0.41)が

これ に次 ぎ,「70.研 究 心 ・探究心」(一 〇.17,

0.15,0.32),「92.時 間 を守 る」(差0.28),

「56.リ ー ダー シップ」(差0.28),「24.

大学 の成績 」(差0.27),「26.得 意 なスポー

ツ」(差0.27),「8.自 分 の肌」(差0.26),

「4.胸(バ ス ト)」(差0.26)な どで あ っ

た.

1.4「 事 象 自信 イメージ」の男女差

諸事象95に 対す る 「自信イ メージ」 につ い

て,平 均値 の差 によるt検 定の結果,5%の

有 意水準 で男女 に差 の見 られた の ものは,8

項 目であ った.男 子学生 の方が 「自信 イ メー

ジ」が高 いもの は,「3.顔 」(男 子 一〇.26,

女 子 一〇.79),「5.ス タイル」(一 〇.81,

一1
.29),「4.自 分 の考え方 」(0.74,0.17)

「51.性 的魅力」(一 〇.23,一 〇.81),の4

項 目 で あ り,女 子 学 生 の 方 が 「自 信 イ メ ー

ジ 」 の 高 い も の は,「23.高 校 の 成 績 」(男

子 一 〇.61,女 子 一 〇.09),「31.高 校 時 代 の

自 分 」(。.19,0.38),「56.リ ー ダ ー シ

ップ 」(。.52,。.10),「95.意 志 の 強

さ 」(。.26,0.24)の4項 目 で あ っ た.

2.全 体 としての 自己 に対 する 「自信 イメー

ジ」

「自己自信 イメージ」の結果 は,

1.か な り,自 信が ある

(3名,3.4%)

2.ま あ まあ,自 信が ある

(18名,20.2%)

3.自 信 があ るともない とも言 いに くい

(41名,46.1%)

4.あ ま り,自 信がない

(22名,24.7%)

5.ほ とん ど,自 信がない

(3名,3.4%)

6.無 回 答

(2名,2.2%)

で あ った.

これ を,「 事 象 自信 イメージ」 と同様 に数

量化 し,平 均 と標準偏差 を算 出 した ところ,

「自己 自信 イ メー ジ」の平均値 は一〇.05,標

準 偏 差は0.86で あ った.ま た,男 子で は平均

は0.097,標 準 偏 差 は0.978,女 子 で は平

均 一〇.125,標 準 偏 差0.788で あ っ た.t

検 定 の結果 は,t=1.15(p=0.252)で5%

水 準 で男女間 に有意差 は見 られなか った.

これ らの結果 は,前 回 には男女に5%水 準

で有意差が見 られたのを除いて,傾 向的 には,

前 回 とほぼ同 じもので あ った.

3.「 自己 自信イメー ジ」 と 「事象 自信 イメ

ー ジ」 との相関

「自己 自信 イ メー ジ」と「事象 自信イ メー ジ」

との積率相関係数を求めた ところ,"か な り

高 い相関"を 示すr=0.40以 上 の相関 を示す

もの は,8事 象で あった.

「83.生 き方 」(r=0.523),「80.行 動

力 」(0.477),「69.論 理 的 な考 え 方 」
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表2 因子分析(パリマックス解)の結果及び「自己自信イメージ」との相関

男 子 女 子

因子 自己自信イメージとの相関 因子 自己自信イメージとの相関
因子 項 目 因子 項 目

負荷量 項目 因子 負荷量 項目 因子

90.真面目 0.830 0.13 72.勉学心 0.684 0.32 

82.努 力 0.819 0.19 70.研究心・探求心 0.674 0.28 

89.誠実さ 0.779 0.13 F 7 71.向上心 0.658 0.28 0.35 

79.粘り強さ 0.660 0.19 73 素直さ 0.460 0.09 

78.忍耐力 0.642 0.20 75.適応力の高さ 0.403 0.38 
F 1 0.28 
85. 自分に厳しい 0.546 0.17 

87.責任感 0.531 0.36 51.性的能力 0.802 0.18 

88.九帳面 0.488 -0.02 F 8 50.性的テクニック 0.800 0.06 0.19 

83.生き方 0.485 0.52 52 性経験の豊富さ 0.797 0.26 

93.約束を守る 0.441 0.15 

41. 自分の考え方 0.871 0.37 

46.人に好かれる 0.787 0.24 42. 自分の信念、 0.693 0.26 
F9 0.46 

47.交際範囲が広い 0.729 0.29 38.失敗を恐れない 0.469 0.35 

48.異性と気楽に話せる 0.724 0.30 69.論理的な考え方 0.425 0.44 

F2 59.人と打ち解ける 0.680 0.42 0.46 

60.人付き合いの良さ 0.621 0.41 43.父との関係 0.874 0.23 
FI0 0.28 

49.異性にもてる 0.586 0.28 45.兄弟(姉妹)の仲の良さ 0.755 0.28 

86.積極性 0.528 0.43 

Fll 40.還の良さ 0.828 0.39 0.39 
57.人前で話す 0.730 0.31 

56. リーダーシップ 0.714 0.33 
F3 0.44 
58.人を説得する 0.709 0.38 20.好きなスポーツの知識 0.660 0.23 

54.友人に恵まれている 0.609 0.36 91.意欲的 0.542 0.32 
F12 0.32 
95.意志の強さ 0.508 0.15 

65.感情表現 0.750 0.31 26.得意なスポーツ 0.326 0.20 

68.表現力 0.707 0.28 

22.頭の回転がはやい 0.565 0.41 
F13 12.徹夜で仕事(勉強) 0.804 0.10 0.10 

80.行動力 0.539 0.48 
F4 0.47 
77.集中力 0.434 0.17 

81.決断のはやさ 0.433 0.44 9.服装のセンス 0.701 0.10 

67.適格な判断 0.423 0.30 F14 8 自分の肌 0.628 0.13 0.19 

66.理解カ 0.364 0.27 53.人に与える印象 0.312 0.21 

18.教養的知識 0.806 0.24 
F15 31.高校時代の自分 0.613 0.30 0.30 

17.専門の知識 0.757 0.23 

F5 21.物事を知っている 0.623 0.26 0.33 

7 後ろ姿 0.436 0.17 

28.趣 味 0.317 
F16 

0.32 
33.評判の良い大学にいる 0.729 0.13 0.13 

63.人に対して寛大 0.806 0.06 24.大学の成績 0.610 0.24 
F17 0.28 

64.やさしさ 0.768 0.12 74.立ち直りの早さ 0.553 0.24 
F6 0.16 
62.人への思いやり 0.644 0.07 

61.人の気持ちの理解 0.583 0.28 
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(0.444),「81.決 断 のはや さ」(0.436),

「86.積 極 性」(0.431),「59.人 と打 ち解

ける」(0.418),「60.人 付 き合 いの良 さ」

(0.414),「22.頭 の回転が はやい」(0.405)

で あ る.

以 上 とは,反 対 に,"無 相 関"を 示す0.100

≧r≧ 一〇.100の 相 関を示す ものは,20事 象 で

あ った.

「2.口 」 「9.服 装 のセ ンス」 「10.す

ぐ眠れ る」 「11.ど こで も眠 れる」 「12.徹

夜 で仕事(勉 強)」rM.食 欲(食 べる こと)」

「16.体 力 」 「25.授 業 の出席率 」 「27.運 動

神経 」 「29.小 学 校時代の自分」 「30.出 身

高校が有 名」 「35.自 分 の家系」 「36.家 庭

が裕福 」 「37.自 由な金が多い」 「50.性 的

テ クニ ック」 厂62.人 へ の思いや り」 「63.

人 に対 して寛大」 「73.素 直 さ」 「84.欠 点

の 自覚 」 「88.責 任 感」であ る.

4.「 事象自信イメージ」の因子分析

「自信イメージ」の構造をさぐるために,

事象95に よって,主 因子解の第1因 子の因子

負荷量が0.35以 上の65事 象について,固 有値
=1 .00を基準とする回転バ リマ ックス解を求

めた.

諸事象の 「自信イメージ」の構造は,「 自

己自信イメージ」 と相関のある事象について

求めることが一般的であるが,今 回は,事 象

95についての主因子解の第1因 子が,一 般因

子として,「 自信イメージ」一般を仮定する

ものと考え,そ の因子負荷量を基準に して,

65事象を対象 としたものである.

結果は.表2に 示す もので,全 体として,

65事象は17因子に分かれた.因 子負荷量は各

因子における各事象の因子負荷量を示す もの

で,「 自己 自信 イ メー ジ」 と各因子 との相関

は,各 因子 に属す る事象の評定値 の合計 によ

って求 めた ものである.

この結果 か ら,「 自己自信 イ メージ」 との

相関 はF4,F2,F3,F9が"か な り高

い相関"(r=0.40以 上)を 示 し,F13,F

16,Fl4,F6な どは,相 関が低 く,無 相関

に近 いことがわか る.'

5.「 自信イメー ジ」 と 「TPl」 尺 度 との

関係

「自己自信イ メー ジ」 とTPIの 診 断尺度

との相関を求めた ところ,Ma尺 度 との間に

0.280,In尺 度 との間 に一〇.325,Dc尺 度

との間 に0.303の 相 関が得 られ た.

次 に上記4で,「 自己 自信 イメー ジ」 との
"か なり高 い相関"を 示す4因 子(F2

,F

3,F4及 びF9)とTPIの 尺度 との間の

相関を求あた ものが,表3で あ る.

考 察

1.「 自 己自信 イメー ジ」 につ いて

全体 と しての 自己イメー ジと しての 「自己

自信 イ メー ジ」 は,「 自信 あ る」 とす る者

と,「 自信 ない」 とす る者が ほぼ同数(同 率)

で,最 も多 いの は,「 自信があ るともない と

も言 いに くい」(46.1%)と す る者で あ った.

この ことは,文 教大学人間科学部1年 生 が,

い わば 「自己不確信」の レベル にあ ることを

示 す もので ある。前回の2年 生以上(3年 以

上 が中心)の 結果 もまた,同 様であ った こと

を考 えると,こ の 「自信が あるともない とも

言 いに くい」 とい う状態が,人 間科学 部の実

態である と考 え られ る.

表3「 自信イメージ」の因子とTPl尺 度 との相関

Uf Li Dp Pa Ep Ma In Rc Dc

F2

F3

F4

F9

一〇.14

-0
.25

-0
.28

-0
.33

0.19

0.33

0.28

0.27

一〇.39

-0
.18

-0
.17

-0
.25

0.12

0.18

0.07

0.22

一〇。25

-0 .22

-0
.26

-0
.31

0.28

0.29

0.18

0.30

一〇.54

-0 .56

-0
,48

-0
.58

0.13

0.27

0.17

0.20

0.38

0.55

0.33

0.45
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2. r事象自信イメージj について
諸事象的についての「自信イメージ」では，

「自信あるJ事象10と自信ないJ事象15

の内容から健康的で，まじめな，平均的な，

「いい子」であることが示される.前回に比

べ自信なしり事象として rll.大学の

成績」および f12.徹夜で仕事(勉強)Jが

挙げられるが，これは年生では，まだ経

験がなく「自信なしりとしたものであろう.

その他の事象のほとんどが前回に同じである

ことから，どのような事象に「自信あるJと

し，また「自信なしりとするかも，対象者お

よび学年が違っても同じであることを意味し，

本結果もまた，文教大学人間科学部の傾向を

示すと考えることができる.

3. r自己自信イメージj と「事象自信イメ
ージ」の関連

「自己自信イメージ」と「事象自信イメー

ジjの相関は，全体としての自己自身に対す

るイメージとしての「自イ言」が，どのような

事象に「自信Jを持つことが全体的「自信J

を高めることになり，どのような事象では

「自信Jを持っていても全体的 f自信Jを高

めることにつながらないのかを示唆するもの

である.

結果は，要素的には f83.生き方Jに自信

を持つことが，最も重要であり，つづいて

f80.行動力J f69.論理的な考え方J f81. 

決断のはやさJ f86.積極'性J f59.人と打

ち解けるJ f60.人付き合いの良さJ f22. 

頭の回転がはやしりなどに自信を持つことが

全体的「自信Jにとって大切であることを示

した。これとは反対に，無相関を示した20事

象は，それらにいくら「自信Jを持ったとして

ら全体的「自信Jにはつながらないと考え

ることができる。無相関を示した事象の特徴

は，主に自己に所属する特性，環境条件，特

別な努力なしに得られるもの，であった.

4. r事象自信イメージ」の構造と「自己自
信イメージ」との関係

因子分析(バリマックス解)の結果は，

「自信イメー:/J一般と関連する65事象が17

因子にまとまることを示した.

各因子は次の内容を示すと解釈できる.

第 1因子=自律的行動特性

第2因子=対人関係的行動特性

第3因子=対人影響力

第4因子=臨機応変的処理能力

第5因子=保持する知識

第6因子=対人受容特性

第7因子=知的向上特性

第8因子=性的能力

第9因子=意識的に形成した内面の強さ

第10因子=家族との関係

第11因子=運の良さ

第12因子=意欲的特性

第13因子=意志的努力

第14因子=外見的好感度

第15因子=高校時代の自分

第16因子=評判への敏感性

第17因子二楽天的特性

この因子と「自己自信イメージJの相関は，

各因子の示す内容の「自己自信イメージ」に

とっての重要性の指標と考えられる.表2に

示す結果は，第 4因子(臨機応変的処理能

力)，第2因子(対人関係的行動特性)，第3

因子(対人影響力)および第9因子(意識的

に形成した内面の強さ)が， “かなり高い相

関" (r =0.40以上)を有し，重要性の高い

ことを示した.

5. r自信イメージ」と rTP I J尺度との

関係

「自己自信イメージ」とTPI尺度の相関

は， 1 n尺度との間で-0.325， Dc尺度と

の聞に0.303および~Ma 尺度との間に0.280の

有意な相関を見たが，このことは自己自

信イメージJに「自信ある」者は，外向的で

設計者的創造特性を有し，マニッシュの傾向

があることを示唆し，反対に「自信ないJ者

は，非社交的で非創造的，非マニッシュ傾向

があることを示唆するものである.これは，
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一般に 「自信」をもって事態に立ち向かう人

が,そ の 「自信」に支えられていろいろ工夫

もし,ね ばり強 くチャレンジし,い ろいろな

人間関係にも積極的に立ち向かうという観察

的事実と一致するものである.

まだ,表3は,「 自己自信イメージ」 と
"かなり高い相関"を 示 した4っ の因子と

,

TPI尺 度との間の相関であるが,

① 第2因 子(対 人関係的行動特性)は,ln

(内向性)尺 度と"か なり高い負の相関"

(一〇.54)が あり,Dp(抑 うっ性)尺 度と

も"か なり高い負の相関"(。.39),Dc

(設計者創造性)尺 度 とは"か なり高い正

の相関"(0.38)が あった。この結果は,第

2因 子の内容的な妥当性を示す ものである.

② 第3因 子(対 人影響力)は,ln尺 度と

。.56,Dc尺 度とo.55,さ らにLi(虚

擬)尺 度と0.33の 相関を示す。 このことも

また,第3因 子の内容的妥当性を示す もの

であるが,第3因 子の「対人影響力」が,誇

張ないしはったり的なものとも関係するこ

とを示すものである.

③ 第4因 子(臨 機応変的処理能力)は,

f自己自信イメージ」と最 も相関が高 く,

「自信」にとって重要なものであると考え

られるが,In尺 度と"か なり高い負の相

関"(。.48)お よびDc尺 度とも"一 定以

上の有意な相関"(0.33)を 示 した。これは

臨機応変的処理能力にとって,外 向的であ

ることが必要であり,ま た,そ れは,設 計

者の創造性 とも関連することを示すもので

ある.

④ 第9因 子(意 識的に形成 した内面の強

さ)は,TPIの 多 くの尺度と有意な相関

を示 している.こ の因子 もまた,In尺 度

と"か なり高い負の相関"(一 〇.58)を 持ち,

「内面の強さ」が,社 会的外向性と関連す

ることを示 している。また,Dc尺 度 との

相関 で有意であ り,設 計者 的創造性が

「内面の強さ」と関連 し,ま た,Ma尺 度

との有意な相関(0.30)は 「内面の強さ」が

マニ ッシュ的なものを内容とすることを示

した。さらに,こ の 「内面の強さ」はUf

(不正)尺 度と一〇.33の相関,Li尺 度

と0.27の 相関を示すが,こ の 「自信イメー

ジ」としての 「内面の強さ」は,フ ェァな

態度 と関連 し,第3因 子と同様に 「内面の

強さ」が誇張ないしはったり的言説 と関連

することも示す ものである。

以上の結果は,経 験的にも論理的にも妥当

な ものと考えられるが,こ のことは,本 研究

における 「自己自信イメージ」の測定と,そ 、

の 「自己自信イメージ」の重要な構成要素と

しての4因 子が,そ れぞれ妥当な内容か ら構

成されていることを示すと考えることがで き

る。言い換えれば,本 研究における 「自信イ

メージ」の測度はTPI尺 度において外的基

準関連妥当性を有することが示されたといえ

る.
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